
期日▼９月８日(日)
時間▼午前10時～午後３時
場所▼勝田TA･MA･RI･BA横丁
　（ひたちなか市おもてまち通り）
内容▼ちびっこナースコスプレ、

消防防火服着装体験、消防車両
の展示、レスキュー隊による救
出ショー、ミニ救急講習会など

参加費▼無料
問い合わせ▼ひたちなか･東海広域事務組合消

防本部警防課（☎282-2153）

●お越しください！「救急の日2019」 

令和元年度村政懇談会を開催しました
今年も開催します！「東海村合同就職説明会･面接会」

「東海村原子力安全フォーラム」（ＪＣО臨界事故を教訓として、ともに考える）
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生命の危険を感じたら、
迷わず119番通報を！

　救急出場が増加している一方で、救急車の利用者の約半数が、入院等の必要がない軽症の傷病者と
なっています。救急車の台数は限られており、出場件数が多くなると、救急車を呼んでも最寄りの消
防署の救急車が出場できなくなる可能性があります。本当に救急車を必要としている方のためにも、「救
急の日」をきっかけに救急車の適正利用について考えてみませんか。

９月９日は「救
・ ・

急の日」 　

救急車の適正利用にご協力ください！ 

　急な病気やケガで、救急車を呼んだ方が良
いかどうか判断に迷った時や、応急手当ての方
法を知りたい時などは、「全国版救急受診アプ

リ Ｑ助」（左のＱＲコード
よりダウンロード可）や

「救急電話相談」をご利用
ください。

茨城子ども救急電話相談 
☎ #8000 または☎ 03-5367-2367
※毎日 24 時間対応 ( 救急医療機関案内を含む）
茨城おとな救急電話相談 
☎ #7119 または☎ 03-5367-2365
※毎日 24 時間対応 ( 救急医療機関案内を含む）

●困ったときの強い味方を紹介
「全国版救急受診アプリ Ｑ助」「救急電話相談」

不適切な利用例
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　村では、今年度も地区自治会との共催で村政懇談会を開催
しました。内容は各地区自治会で決定し、村執行部からの事
業紹介や村長との懇談のほか、ワークショップや分科会方式
などを取り入れた地区もあり、有意義な村政懇談会となりま
した。そこで各地区での懇談の内容等について一部ご紹介し
ます。詳細は、村公式ホームページに掲載予定の議事録をご
覧ください。

■問い合わせ　地域づくり推進課（☎282-1711 内線1461）

６月25日から７月13日にかけて

令和元年度村政懇談会を開催しました

石神地区 子どものスマートフォン使用について
期日▼６月25日／場所▼石神コミュニティセンター／参加者▼121人

内宿二区住民：最近の子どもはスマートフォンに依存している。学校で禁止してほしい。

教育長：スマートフォンの学校への持ち込みは禁止している。スマートフォンに限らず、
学校に必要のないものは持ち込まないことを徹底している。幼児期にスマートフォン等
でゲームをしていた子どもは中学生頃に集中力が欠け、反社会的な方向に進む傾向が多
いと新聞でも取り上げられていた。小学校から中学校に上がるとさらに依存度が高くな
るというデータもあるため、その危険性についても伝えていきたい。

▼ボランティア活動を通して、子どもたちに「奉仕することの大切さ」を伝えていきたい。世代間交流などを含め、昔
の遊びなど、子どもと親、子どもと地域間の関わりに興味を持たせることが大切。

▼高齢者にとっては、資源物を専用のステーションまで持って行くのは負担が掛かる。
近所で協力し合うことはもちろんだが、負担が掛からない方法を、地域と行政が一
緒になって考えていくことが必要だと思う。

▼各種行事は回覧や広報誌等で周知するだけでなく、隣近所や知人を通して、直接声
を掛けるのが効果的だと思う。初参加の人にも「参加して良かった」と思ってもらえ
る行事にしたい。それぞれが得意とする分野での役割を継続できる仕組みも必要。

▼全体の業務内容を見直し、行事の軽量化や組織のシンプル化を進めることで、役員のなり手が少ないといった環
境を改善させるきっかけになればと思う。

▼地域の輪を広げるには、自治会の行事内容を、若い人が参加しやすいものにすること
　が大切。子ども会も有効的に活用し、幅広い世代が力を合わせ、それぞれの意見に耳
　を傾ける心構えを持てば、自然と自治会を支えていくことにつながる。
▼子どもの頃から、いろいろな世代の人と交流を持ち、社会的刺激を少しずつ受けるこ
　とが大事だと思う。地域としても、もう少しそのような場を提供できるよう努め、目的・
　目標を明確にして地域活動を行っていきたい。

地域活動協力者の仲間づくりについて

期日▼６月29日／場所▼白方コミュニティセンター／参加者▼Ⅰ部（ワークショップ）…90人、Ⅱ部（自由意見交換会）…87人

元気な高齢化社会の実現について

白方地区

　２つのテーマ（元気な高齢化社会の実現、地域活動協力者の仲間づくり）について、それぞれ３つのグループ
に分かれてワークショップを実施し、最後に代表者から意見の発表がありました。

ワークショップでの意見交換より
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押延区住民：原子力政策について、住民が話し合える場を設けるという話があったが、
いつ頃開催するのか。

村長：まだ決まっていない。それぞれの思いを理解し合えるような土壌をつくることで、
一人ひとりが“自分にとっての原子力”について考えることができる。島根県松江市など
で行われた「自分ごと化会議」では、多様な意見を持つ参加者が一緒に話し合える場を作っているので参考にしたい。

原子力政策について
期日▼７月４日／場所▼中丸コミュニティセンター／参加者▼105人

中丸地区

原子力安全協定について
期日▼７月11日／場所▼村松コミュニティセンター／参加者▼106人

村松地区

宿区住民：近隣の６つの自治体と原子力事業者が原子力安全協定を締結しているが、拒否権
は存在しているのか。また、原子力発電に対する住民の意思確認はどのようにするのか。

村長：原子力安全協定上では、「拒否権」ではなく「事前了解」という言葉を使っている。多様
な意見を吸い上げるのは非常に難しいため、少人数で素直な意見が言えるような場ができ
れば良いと考えている。時間はかかるが丁寧に取り組んでいく。

自治会活動を存続させるためにはどうするか
期日▼７月２日／場所▼舟石川コミュニティセンター／参加者▼102人

舟石川·船場地区

舟石川一区住民：働き方改革で70歳まで働く人が増え、自治会活動の手伝いをしてもらえない。
船場区住民：自治会の運営委員の半数が70歳以上で、10年後が心配である。
舟石川二区住民：自治会長のなり手がいない。

村長：現役世代の人が片手間でできるようでなければ、自治会活動の存続は難しい。現役世代
を入れた皆さんで変えていくしかない。例えばＰＴＡの役員等をしていた方たちで声を掛け
合って自治会活動に協力してもらうなど、つながりができていくと良いと思う。

▼今後ＡＩの活用によって、仕事がなくなっていくこ
とが予想される。今の子どもたちはどのような能力
を身に付ける必要があるのか。

教育長：ＡＩを使いこなせる力だけではなく、社会
性、協調性、独創性、表現力のほか、英語力も
必要になる。

▼国体開催に当たり、「東海村に来て良かった」と言っ
てもらえるよう、地域としても協力は惜しまない。

▼免許返納時の支援品は１度きりなので、その後の支援
を検討してほしい。電動アシスト付四輪車、歩行補助
等について、少しでも多く補助をしてもらいたい。

▼会話をする機会が少なくなると認知症になるリスクが
高まると言われているので、自ら外部の人と関わるこ
とができると良い。問いかけに答えてくれるロボット
のようなものがあれば、１人でも会話ができる。企業
等と協力して何かできると良い。

子育て･教育について

▼国体の前にもう一度クリーン作戦をしようという話
があった。全村で一斉にクリーン作戦をする際には、
徹底してきれいにしたい。

生活環境について

高齢者福祉について

▼舟石川三区から原研通りに出る道は、抜け道として使
われ交通量が多い。大型店舗も開店し、今後さらに交
通量が増えることが予想される。事故が発生する前に
整備してほしい。

期日▼７月13日／場所▼真崎コミュニティセンター／参加者▼全体会…99人、第１分
科会…38人、第２分科会…36人、第３分科会…18人

真崎地区

　３つのテーマ（子育て･教育、生活環境、高齢者福祉）に分かれて分科会を実施
し、最後に代表者から意見の発表がありました。

分科会での意見交換より
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　東海村発足25周年を記念して制作された「東海音
頭」。夏の風物詩「東海まつり」等で一度は目にしたこ
とがあるのではないでしょうか。東海音頭保存会は、
この東海音頭を長く後世に伝えていくための活動と
して、「東海まつり」や「東海村文化祭」で踊りを披露
するほか、地区の祭りや学校行事に向けた練習への
派遣指導、会員同士の親睦を深める研修会などを
行っています。
　皆さんも東海音頭を一緒に踊って、東海村の伝統
文化に触れてみませんか。

村内で活動･活躍している団体を紹介します! 

東海音頭保存会

【Data】　
活動日時▼随時
活動場所▼中丸コミュニティセンター ほか
連 絡 先 ▼東海音頭保存会事務局（星さん ☎090-
　　　　  8720-8678）

今年も開催します！

「東海村合同就職説明会･面接会」

　村と東海村商
工会および原子
力人材育成･確保
協議会では、村
内で仕事を探し
ている方と、村
内に事業所を持つ企業とのマッチングイベン
ト「東海村合同就職説明会･面接会」を開催しま
す。新卒、既卒、転職をお考えの方など、村
外の方も含め、どなたでも参加できます（高校
生は除く）ので、ぜひお越しください。
期日▼９月５日（木） 
時間▼午後１時30分～４時（午後１時受け付

け開始）
場所▼東海村産業･情報プラザ「アイヴィル」
参加企業▼村内に事業所を持つ企業約25社
（予定）※詳細は、村公式ホームページを
ご覧ください。

参加費▼無料
その他▼▽雇用保険の「求職者活動実績」と

なります。▽保育サービス（無料、先着順）
を希望する方は、８月30日（金）までに電
話で産業政策課へ申し込みください。

問い合わせ▼ 産 業 政 策 課 産 業 戦 略 室（☎
282-1711 内線1268）※事前申し込みは
不要です。

　村では、本村が保有する公共建築物について、機能
や性能を良好に保ちながら、長期にわたって安全に利用
できるよう努めています。このたび、公共建築物の長寿
命化に係る基本方針、実施方針、改修等のロードマップ
を示した「東海村公共建築物長寿命化保全計画（案）」を
まとめましたので、皆さんのご意見等を募集します。
公表場所▼▽都市整備課（役場行政棟２階） ▽各コ

ミュニティセンター ▽東海文化センター▽総合体
育館 ▽村立図書館 ▽ＪＲ東海駅コミュニティ施設 
▽村立の幼稚園･保育所･こども園 ▽村立東海病院 
▽なごみ･総合支援センター ▽総合福祉センター

「絆」 ▽東海村産業･情報プラザ「アイヴィル」 ▽清
掃センター ※村公式ホームページからもご覧いた
だけます。

その他▼▽住所･氏名の記入がないものは受け付けで
きません。▽内容について個別に確認する場合が
あります。▽寄せられた意見については、匿名で
の公表を予定しています。

提出方法▼９月24日（火）までに、意見書または任意
の様式に、住所･氏名･年齢･電話番号･ファックス番
号を記入の上、持参･郵送･ファックス･メールのい
ずれかで、都市整備課建築担当（〒319-1192 東海
３-７-１ 287-0658 toshisei@vill.tokai.ibaraki.
jp）へ提出してください。

問い合わせ▼都市整備課建築担当（☎282-1711 内線
1248）

「東海村公共建築物長寿命化保全計画
（案）」へご意見をお寄せください！

パブリックコメント
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　“住宅の無料点検後に、業者か
ら「工事が必要」と言われ、その
場で契約をさせられた”という、

「点検商法」や「リフォーム詐欺」に
よるトラブルが発生しています。
　屋根や床下などは自分では容易に確認ができな
いため、点検後に「工事が必要」と言われると、本
当に必要な工事かどうかの判断が難しいことがあ
ります。
　点検の際に撮影した写真や動画を見せて消費者
の不安をあおったり、自然災害で壊れた箇所を「保
険金で修理ができるから」と言って契約を迫ってき
たりする場合もありますので、ご注意ください。

【事例①】ついでを装い訪問し、不安をあおって契
約を迫る業者

　自宅を訪問してきた業者から「近くで屋根の工事
をしていて、お宅の屋根がずれているのに気が付
いた。ついでに格安で工事できるが、どうだろうか。
このままでは雨漏りしてしまうので、早く工事し
た方がいい」と言われ、考える間もなく契約してし
まった。

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー「無料で点検します」の言葉に要注意！

不安に思ったら契約せずに、早めに相談を！

【問い合わせ】消費生活センター（村民相談室内 ☎287-0858）

【事例②】無料で修理できるとお得感を打ち出し、
契約を迫る業者

　自然災害で破損した箇所を、「保険金を使えば無
料で修理できる」と言われた。無料ならやっても良
いと思い、契約書にサインした。「工事代金は保険
金額と同じにする」と言われたが、工事内容が不明
なため、工事をやめたい。

【被害に遭わないためには！】
▽安易に点検させない…「無料で点検する」と言っ

て訪問してくる業者は、言葉巧みに不安をあお
り、契約をさせようとします。点検を了承して
しまうと冷静な判断ができないまま契約してし
まう可能性があります。

▽まずは自治体に確認する…自治体と関係がある
かのように勧誘してくる業者には要注意です。

▽加入している損害保険会社に相談する…保険
金を前提とした勧誘にご注意ください。保険金
が支払われないケースもあります。

▽見積書や工事内容の詳細を書面で確認する…
契約をする前に、他の業者にも見積もりをもら
い、比較検討するようにしましょう。
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【問い合わせ】村立東海病院（☎282-2188）、福祉総務課地域医療担当（☎287-0848）

村立東海病院です
こんにちは！

帯状疱疹とワクチンのお話

村立東海病院　小児科医　川井 伸

　帯状疱
ほ う し ん

疹は、水痘･帯状疱疹ウイルスが原因で引き起こされる病気です。
初めてこのウイルスに感染すると、水痘（水ぼうそう）になります。水ぼうそ
うは、水

す い ほ う

疱が体中にボツボツとでき、とてもかゆい思いをする病気ですが、
大抵の人は子どものうちに感染します。
　このウイルスは、水ぼうそうが完治した後も体の中に残り続けています。
いつもは静かにしていますが、抵抗力が低下したときなどに、潜んでいた神
経から出てきて帯状に発

は っ し ん

疹ができます。これが帯状疱疹です。治療薬はあり
ますが、時に頑固な神経痛が残る場合やさまざまな合併症を引き起こすこと
もありますので、早期に発見し、治療することが大切です。

■帯状疱疹の原因は、水ぼうそう!? 

　もともと帯状疱疹は、50歳以上になると罹
り か ん

患の危険性が増えることが知
られていました。日本での発症数は、年間で1,000人当たり約５人ですが、
70歳以上では1,000人当たり約10人と、２倍以上に増加します。
　ところで、５年前に、子どもの定期予防接種に水痘ワクチンが加わりまし
た。子どもたちが水ぼうそうにかかる危険が減ったのは、良いことです。し
かし、大人はこれまで身の回りの水ぼうそうに罹患した子どもからウイルス
をうつされることで刺激を受け、帯状疱疹に対する抵抗力を高く保っていま
した。水ぼうそうにかかる子どもが減ることで、大人が水痘ウイルスから刺
激を受ける機会も減少するため、今後は帯状疱疹にかかる大人が増えていく
ことが危惧されています。

■水ぼうそうの子どもが減ると、帯状疱疹の大人が増える？

　このような現状から検討を行った結果、“人為的にウイルスに触れる機会
を作れば良いのではないか”という考えに至り、日本では３年前から、子ど
もの水痘ワクチンを50歳以上の方の帯状疱疹ワクチンとして利用できるよ
うになりました。ただし、このワクチンは生ワクチン（毒性を弱めた生きた
細菌･ウイルスを含むワクチン）であるため、免疫力が低下している方などに
は接種できない場合があり、注意が必要です。
　間もなく新しい帯状疱疹ワクチンが発売される予定ですが、こちらは、も
う少し広くさまざまな方に接種できるものとなる見込みです。
　ワクチンを接種することで、帯状疱疹にかかるリスクを下げることができ
ます。今はまだ任意のワクチンのため料金は自費になってしまっていますが、
神経痛や合併症を防ぐためにも、接種を検討してみてはいかがでしょうか。

■50歳以上の方はワクチンが接種できます！

①帯状疱疹の原因は、水痘･帯
状疱疹ウイルスです。

②このウイルスに初めてかかる
と、水ぼうそうになります。

⑤帯状疱疹の予防には、ワク
チン接種が効果的です。

③水ぼうそうが治っても、ウイ
ルスは体の神経の中に潜ん
でいます。

④ストレスや疲れ、加齢などで
免疫力が低下すると、ウイ
ルスが再び活性化して、帯
状疱疹を発症します。

▽ピリピリと
した痛み

▽かゆみ
▽赤い発疹

「帯状疱疹」 ってこんな病気

（ イメージ）



7 2019 年 8月 25日号

東海村役場 ☎282-1711（代表）

情報ガイド

information

●防災行政無線放送を電話で聞くには
無料テレホンサービス（☎ 0120-42-4848）

●９月の住まいに関する相談
場　所 都市整備課（役場行政棟２階）
問合せ 都市整備課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

19日（木）10:00 ～ 16:00 新 築、リフォー ム、
耐震診断等

●７月の村内交通事故発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

件数 ６ 0 ６
累計（１月から） 56 0 60

前年比 －８ 0 －17

●９月の休日診療

受付時間 午前９時 30 分～正午、午後１時～２時
  期日 医療機関名 電話番号
１日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
８日（日）村立東海病院 282-2188
15日（日）東海クリニック 283-1711
16日（月）茨城東病院 282-1151
22日（日）茨城東病院 282-1151
23日（月）茨城東病院 282-1151
29日（日）村立東海病院 282-2188
茨城子ども救急電話相談 
☎ #8000 または☎ 03-5367-2367
※毎日24時間対応(救急医療機関案内を含む）
茨城おとな救急電話相談 
☎ #7119 または☎ 03-5367-2365
※毎日24時間対応(救急医療機関案内を含む）

あ
な
た
の
お
店
に
消
火
器
は

あ
り
ま
す
か
？

　

現
在
、
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
飲
食
店
は
消
火
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
潟
県
糸
魚
川
市

で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を
受
け
、
10
月
１

日
か
ら
延
べ
面
積
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
飲
食
店
に
つ
い
て
も
、
火
を
使
用
す
る

設
備
等
が
あ
る
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
設
置
し
た
消
火
器
は
消
防
法
に
基

づ
き
、
６
か
月
以
内
ご
と
に
機
器
点
検
を
行

い
、
毎
年
１
回
最
寄
り
の
消
防
署
に
報
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
や
自
動
消

火
装
置
、
圧
力
感
知
安
全
装
置
な
ど
の
防

火
上
有
効
な
措
置
が
あ
る
場
合
は
、
消
火

器
の
設
置
は
不
要
で
す
。

ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課（
☎
271
局
０
７
３
５
）

医
療
費
助
成
金（
指
定
難
病･

関
節
リ

ウ
マ
チ･

精
神
疾
患
）を
支
給
し
ま
す

期
日
▼
９
月
６
日（
金
）（
雨
天
中
止
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
か
ら（
午
前
９
時
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（「
い

ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」中
丸 

パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
芋
葉
を
巡
る
コ
ー
ス
）

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち
の

　

指
定
難
病（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が

確
立
し
て
い
な
い
難
病
）等
の
疾
患
を
治
療

し
て
い
る
方
の
医
療
費（
自
己
負
担
分
）を
、

月
額
４
０
０
０
円
を
上
限
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
①
指
定
難
病（「
指
定
難

病
特
定
医
療
費
受
給
者
証
」を
保
有
）②
関

節
リ
ウ
マ
チ
③
精
神
疾
患（「
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
」ま
た
は「
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証（
精
神
通
院
）」を
保
有
）―
―
の

い
ず
れ
か
を
治
療
し
自
己
負
担
の
あ
る
方

そ
の
他
▼
▽
助
成
対
象
と
な
る
診
療
分
は
、

平
成
31
年
３
月
～
令
和
元
年
８
月
で
す
。

▽
助
成
対
象
と
な
る
指
定
難
病
等
の
詳
細

は
、
難
病
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nanbyou.or.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・

９
月
２
日（
月
）
～
30
日（
月
）（
土･

日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）に
▽
申
請
書
▽
振
込

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
通
帳
や
カ
ー

ド
）▽
委
任
状･

印
鑑（
振
込
口
座
が
対
象

者
名
義
で
な
い
場
合
の
み
）▽
必
要
書
類

（
①
の
方
は「
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給

者
証
」と「
指
定
難
病
特
定
医
療
費
自
己
負

担
上
限
額
管
理
手
帳
」、
②
の
方
は
医
師

の
診
断
書（
過
去
に
助
成
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
の
み
）と
医
療
機
関
の
領
収
書
、

③
の
方
は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」ま

た
は「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」と
医

療
機
関
の
領
収
書（
入
院
中
の
方
の
み
））

―
―
を
お
持
ち
の
上
、
障
が
い
福
祉
課

（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

徒
歩
や
乗
り
合
わ
せ
で
の
参
加
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

東
海
村
を
歩
こ
う
♪

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」



●９月の健康相談
場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間
母子健康相談(乳幼児身体測定、

育児相談、生後１～２か月のお
子さんの相談は事前予約）

13日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:00

元気アップ健康相談･体組成測定
　（健康に関する相談は事前予約）

13日（金）
９:00 ～ 11:30
13:00 ～ 17:00

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ４日（水）
13:00 ～ 13:45

平成31年４月
生まれの子

１歳６か月児 ５日（木）
13:00 ～ 13:45

平成30年２月
生まれの子

３歳児 11日（水）
13:00 ～ 13:45

平成28年７月
生まれの子

２歳半歯科 12日（木）
13:00 ～ 13:45

平成29年２月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 ２日（月）
13:00 ～ 13:20

令和元年６月
生まれの子

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 村民相談室（内線1275）

●女性生活相談（☎287-0863）
期　　日 毎週月･水･金曜日（祝日を除く）
時　　間 午前９時30分～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）
期　　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）

時　　間 午前９時～正午、午後１時～５時
※火曜日は午後４時までとなります。

●女性生活相談･消費生活相談

問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
●弁護士による相談（事前予約）
日　　時 ６日（金） 午前10時～正午
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
●行政書士による相談（事前予約）
日　　時 13日（金） 午後１時～３時
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
●暮らしサポート相談所（事前予約不要）
日　　時 17日（火） 午後２時～４時
場　　所 イオン東海店（１階･フードコート付近）

●９月の専門相談･生活相談等

※生活上の心配ごとや困りごとなど福祉につ
いての相談は、月曜日から金曜日まで（祝日
を除く）の午前８時30分～午後５時15分に、
面談（要予約）または電話で受け付けます。

問合せ 茨城ＮＰＯセンター ･コモンズ（☎291-8990）
●就労体験相談会（事前予約）
日　　時 26日（木） 午後１時30分～３時30分
場　　所 東海村社会福祉協議会（総合福祉センター「絆」内）
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介
護
予
防
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
の
日
程
等
▼
下
表
参
照

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル（
汗
拭
き
用
）、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
な
い
方
は
バ
ス
タ
オ
ル
）を

東
海
村
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
会
に
よ
る「
い
き
い
き
体
操
教
室
」

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職（
理
学
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
作
業
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
）に

よ
る
、
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
11
月
１
日（
金
）か
ら
令
和
２
年
３
月

13
日（
金
）ま
で（
12
月
20
日
、
１
月
３
日
、

２
月
７
日･

21
日
を
除
く
）の
金
曜
日（
全

16
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
自
身
で
教
室
に
通
う
こ
と
が
で
き

る
方
で
要
支
援
認
定
者
ま
た
は
、
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
実
施
）で
、
介
護
予
防
の
必
要
が

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
教
室

「
な
ご
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」（
後
期
）

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
、
生

活
機
能
や
運
動
機
能
等
の
リ
ス
ク
を
判
定

す
る
も
の
で
す
。

・

９
月
２
日（
月
）
か
ら
10
月
４
日

（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
の
上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

場　所 期　日

総合福祉センター「絆」 ２日･９日･30日（全て月曜日）

石神コミュニティセンター ３ 日･10日･17日･24日（全 て
火曜日）舟石川コミュニティセンター

村民活動センター ６ 日･13日･20日･27日（全 て
金曜日）真崎コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター ５日（木）

村松コミュニティセンター 26日（木）

　

認
知
症
に
関
す
る
講
話
や
、
参
加
者
同
士

の
交
流
、
学
習
、
共
食
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日
▼
９
月
５
日･

12
日･

19
日･

26
日（
全
て

木
曜
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
５
０
０
円
／
回（
教
材
費
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

那
珂
医
師
会
に
よ
る

認
知
症
予
防
教
室「
ゾ
テ
リ
ア
東
海
」

　

村
内
在
住
で
心
の
病
気
を
持
つ
家
族
が
い

る
方
の
懇
談･

意
見
交
換
の
場
で
す
。

期
日
▼
９
月
20
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

心
の
病
気
に
つ
い
て
話
し
ま

し
ょ
う「
家
族
交
流
会
」
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場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

障
が
い
福
祉
課（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
内 
☎
287
局
２
５
２
５
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
厚
生
労
働
省
茨
城
労
働

局
、
茨
城
県
に
よ
る
障
害
者
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期
日
▼
９
月
20
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分（
午
後
０
時

30
分
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水
戸

市
宮
町
１
︲
６
︲
１
）

・

事
前
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎

231
局
６
２
２
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」（
前
期
）

期
間
▼
10
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で（
全

て
火
曜
日
、
各
ク
ラ
ス
全
18
回
）

時
間
▼
▽
Ａ
ク
ラ
ス
…
午
前
９
時
～
10
時 

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
…
午
前
10
時
15
分
～
11
時
15

分 

▽
Ｃ
ク
ラ
ス
…
午
前
11
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

定
員
▼
各
ク
ラ
ス
45
人 

※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
欠
席
時
の
振
り
替
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

・

８
月
26
日（
月
）か
ら
９
月
６
日（
金
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、
東
海

「
介
護
予
防
健
康
体
操
教
室（
後
期
）」

　お茶を囲み、ゆったりとした空間で、認知
症や介護の話をしませんか。
期日▼９月18日（水）
時間▼午後１時30分～３時30分
場所▼グループホームメジロ苑（白方1306-1）
参加費▼100円／回（お茶菓子代等）
問い合わせ▼グ ル ープ ホ ー ム メジロ苑（☎

306-0033）※事前申し込みは不要です。

　大切な家族が認知症と診断され、不安や悩
みを抱えていませんか。認知症の方を介護し
ている家族たちで集まり、お茶を飲みながら、
悩みや体験などを語り合う交流会を開催しま
す。「こんな時はどう対応したら良いのかな
…」といった日常生活での疑問にも、スタッ
フが詳しくお答えします。
時間▼午後２時～３時30分
対象▼認知症の方の家族
参加費▼100円／回（お茶菓子代等）
問い合わせ▼地域包括支援センター（☎287-

2516）※事前申し込みは不要です。

認知症の方のご家族同士でまったり
語り合おう！ in メジロ苑

認知症カフェ 「Village Bird（ビレッジ･バード）」

同日
開催

村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
４
３
０
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
維
持
と
障
が
い
者
の
機
能
回
復
の
た

め
の「
水
中
体
操
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

期
間
▼
10
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で（
各

コ
ー
ス
全
20
回
）

時
間
等
▼

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
▽
一
般
コ
ー
ス
…
60
歳

以
上
▽
一
般
土
曜
コ
ー
ス
…
お
お
む
ね
40

歳
以
上
▽
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
コ
ー
ス
…
60

歳
以
上
▽
少
人
数
コ
ー
ス
…
お
お
む
ね
40

歳
以
上
で
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、
医
師
の

意
見
書
を
提
出
で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

内
容
▼
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操

コース クラス 時　間 定　員

一 般

月曜１組 ９:30 ～ 10:30

各1５人

月曜４組 14:30 ～ 15:30
木曜１組 ９:30 ～ 10:30
木曜４組 14:30 ～ 15:30
金曜１組 ９:30 ～ 10:30
金曜４組 14:30 ～ 15:30

一般土曜 土曜１組 ９:30 ～ 10:30
土曜２組 11:00 ～ 12:00

ゆっくり
ペ ー ス

月曜２組
11:00 ～ 12:00木曜２組

金曜２組

少 人 数
月曜３組

13:00 ～ 14:00 各４人木曜３組
金曜３組

「
水
中
体
操
教
室（
後
期
）」

な
ど

参
加
費
▼
９
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
▽
受
け
付
け
の
際
に
、
簡
単

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
▽「
少

人
数
コ
ー
ス
」以
外
を
希
望
す
る
方
で
も
、

医
師
の
意
見
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
▽
欠
席
時
の
振
り
替
え
は
で
き

ま
せ
ん
。

・

８
月
26
日（
月
）
～
９
月
６
日（
金
）

に
、
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、
東
海

村
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
４
３
０
０
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
い

じ
め
や
児
童
虐
待
等
、
子

ど
も
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て「
全
国
一
斉『
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』強
化
週
間
」を
実
施

し
ま
す
。
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

悩
み
を
持
つ
お
子
さ
ん
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

期
間
▼
８
月
29
日（
木
）
～
９
月
４
日（
水
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土･

日

曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
▼
０
１
２
０
︲

０
０
７
︲
１
１
０

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
☎
227
局

９
９
１
９
）

８
月
29
日
～
９
月
４
日
は｢

全
国
一
斉

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』強
化
週
間｣
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親
子
で「
こ
あ
ら
ひ
ろ
ば
」に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
。
自
由
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
等
を

百
塚
保
育
所
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
室

「
こ
あ
ら
ひ
ろ
ば
」を
開
放
し
ま
す

　

就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け

る
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
で
す
。

【
①
エ
ク
セ
ル
基
礎
編
】

　

エ
ク
セ
ル
を
使
い
、
デ
ー
タ
入
力
や
表
作

成
、
簡
単
な
関
数
等
を
学
び
ま
す
。

期
日
▼
９
月
28
日
、
10
月
12
日（
全
て
土
曜

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

期
日
▼
11
月
10
日（
日
）か
ら
令
和
２
年
１
月

19
日（
日
）ま
で（
12
月
８
日･

29
日
、
令
和
２

年
１
月
５
日
を
除
く
）の
日
曜
日（
全
８
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

対
象
等
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親･

父
親･

寡

婦
で
▽
就
労
を
希
望
す
る
▽
全
日
程
参
加

で
き
る
―
―
を
満
た
す
方（
20
人
）

受
講
料
▼
３
２
２
４
円
／
人（
テ
キ
ス
ト
代

等
）※
講
座
修
了
後
、
試
験
代
と
し
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
資
格
取
得
を
応

援
し
ま
す 「
介
護
事
務
講
座
」

　

東
海
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
母
子
家

庭
の
皆
さ
ん
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
母
子
家

庭
親
子
日
帰
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
11
月
17
日(
日)

時
間
▼
午
前
６
時
集
合（
村
民
活
動
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
集
合
）

場
所
▼
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド（
千
葉
県

浦
安
市
）

対
象
▼
村
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
子
を
持
つ

母
子
家
庭
の
親
子

定
員
▼
30
人 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
▽
大
人（
18
歳
以
上
）…
５
５
０
０

円
／
人 

▽
中
人（
中
学
生･

高
校
生
）…

４
５
０
０
円
／
人 

▽
小
人（
３
歳
～
小
学

生
）…
３
０
０
０
円
／
人 

※
当
日
徴
収
と

な
り
ま
す
。

・

10
月
17
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
▽
住
所
▽
氏
名
▽
年

齢
▽
性
別
▽
電
話
番
号
―
―
を
明
記
）で
、

東
海
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長（
境
さ
ん 

☎･

282
局
４
８
１
７
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

母
子
家
庭
親
子
日
帰
り
研
修
会

村
で
は
、
届
け
出
を
し
て
い
る
認
可
外
保

育
施
設
に
入
所
し
、
支
払
っ
た
月
額
保
育
料

を
、
世
帯
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況
に
応

じ
て
一
部
補
助
す
る「
認
可
外
保
育
施
設
保

育
料
補
助
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
に
住
所
を
有
し
▽
保
護
者
が

仕
事
や
病
気
等
の
理
由
で
保
育
で
き
な

い
▽
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
８

月
ま
で
の
間
に
届
け
出
を
し
て
い
る
認

可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
た
▽
就

学
前
の
子
を
認
可
外
保
育
施
設
と
月
単

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育
料
を

一
部
補
助
し
ま
す

位
で
の
利
用
契
約
で
通
所
さ
せ
て
い
た

（
さ
せ
て
い
る
）▽
認
可
保
育
所
を
利
用

し
た
場
合
の
保
育
料
よ
り
も
高
い
保
育

料
を
認
可
外
保
育
施
設
に
納
め
た
―
―
の

全
て
を
満
た
す
方
で
、
子
ど
も･

子
育
て

支
援
新
制
度
に
よ
り
保
育
認
定
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方

補
助
額
▼
認
可
保
育
所
を
利
用
し
た
場
合
に

か
か
る
月
額
保
育
料
と
認
可
外
保
育
施
設

に
支
払
っ
た
月
額
保
育
料
と
の
差
額
に
２

分
の
１
を
乗
じ
た
額（
10
円
未
満
は
切
り
捨

て
）と
し
ま
す（
月
額
最
大
２
万
円
／
人
）。

そ
の
他
▼
▽
案
内
チ
ラ
シ
、｢

東
海
村
認
可
外

保
育
施
設
保
育
料
補
助
金
交
付
申
請
書｣

は

子
育
て
支
援
課（
役
場
行
政
棟
４
階
）で
配

布
し
ま
す
。
▽
期
限
以
降
の
申
し
込
み
は
、

補
助
で
き
ま
せ
ん
。
▽
幼
児
教
育･

保
育
の

無
償
化
の
対
象
児
童（
保
護
者
の
就
労
等
に

よ
り
保
育
の
必
要
性
が
あ
っ
て
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
す
る
３
歳
以
上
児
お
よ
び

非
課
税
世
帯
の
３
歳
未
満
児
）は
、
10
月
か

ら
本
補
助
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・

９
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
通
所
し

て
い
た
認
可
外
保
育
施
設
で「
通
所
証
明

書
兼
領
収
確
認
証
明
書
」に
証
明
を
受
け
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の
他

必
要
な
書
類
を
添
付
の
上
、
子
育
て
支
援

課
認
定･

給
付
担
当（
内
線
１
１
８
５
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
、
全
２
回
）

【
②
ワ
ー
ド
基
礎
編
】

　

ワ
ー
ド
を
使
い
、
書
式
設
定
や
簡
単
な
文

書
作
成
等
を
学
び
ま
す
。

期
日
▼
10
月
26
日
、
11
月
９
日（
全
て
土
曜

日
、
全
２
回
）

【
共
通
】

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
教
室（
水
戸

市
北
見
町
８
︲
１
２
）

対
象
等
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親･

父
親･

寡

婦
で
▽
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
▽
２
日
間
出
席

で
き
る
―
―
を
満
た
す
方（
各
15
人
）

受
講
料
▼
１
０
０
０
円
／
人（
資
料
代
）

そ
の
他
▼
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
２
歳

以
上
対
象
）が
あ
り
ま
す
。
▽
駐
車
場（
無

料
）が
あ
り
ま
す
。

【

・

】

　

①
は
９
月
13
日(

金
）ま
で
、
②
は
10
月
11

日(

金
）ま
で
に
、
茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業

･

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
233
局
２
３
５
５
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
５
０
０
円
／
回
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
２
歳

以
上
対
象
）が
あ
り
ま
す
。
▽
ひ
と
り
親

家
庭
と
な
り
７
年
未
満
の
方
で
、
前
年
度

の
所
得
額
が
３
０
１
万
円
以
下
の
方
に

は
、
交
通
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

・

子
育
て
支
援
課（
役
場
行
政
棟
４
階
）

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
９
月
30
日(

月)

（
消
印
有
効
）ま

で
に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
茨

城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会(

〒
３
１
０

︲
０
０
６
５ 

水
戸
市
八
幡
町
１
１
︲
５
２ 

☎
221
局
８
４
９
７ 

 

221
局
８
６
１
８
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
茨
城

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.ibaboren.or.jp/

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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看
護
専
門
学
校
等（
地
域
特
定
推

薦
等
）の
受
験
に
係
る
村
長
推
薦

　

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
製
作
遊
び
等
を
し
て
、

親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
９
月
10
日（
火
）か
ら
11
月
５
日（
火
）

ま
で（
10
月
22
日
を
除
く
）の
火
曜
日（
全

８
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
所
▼
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園

対
象
▼
村
内
在
住
の
平
成
30
年
３
月
か
ら
８

月
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
先
着
12
組

会
費
▼
無
料

・

８
月
28
日（
水
）の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、
電
話
で
と
う
か
い
村
松
宿
こ

ど
も
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

７
３
９
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

同
年
齢
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
リ
ズ
ム
や

製
作
活
動
等
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
９
月
13
日（
金
）か
ら
11
月
22
日（
金
）

ま
で（
10
月
４
日･

25
日
、
11
月
１
日
を
除

く
）の
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
と
う
か
い
村
松
宿
こ
ど
も
園

対
象
▼
村
内
在
住
の
平
成
28
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
先
着
10
組

会
費
▼
無
料

・

８
月
30
日（
金
）の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、
電
話
で
と
う
か
い
村
松
宿
こ

ど
も
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

７
３
９
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

（
秋
コ
ー
ス
）会
員
募
集

「
か
る
が
も
サ
ー
ク
ル
」

（
秋
コ
ー
ス
）会
員
募
集

行
い
ま
す
。
お
好
き
な
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
４
日･

11
日

･

25
日（
全
て
水
曜
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
百
塚
保
育
所

対
象
▼
村
内
在
住
の
０
歳
～
就
学
前
の
子
と

そ
の
保
護
者

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
と
着
替
え
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
▽
読
み
聞
か
せ
等
の
ほ
か
、
９
月

４
日（
水
）は
、
お
子
さ
ん
の
身
長･

体
重
を

計
り
ま
す
。
９
月
11
日（
水
）は
、
動
物
ポ

シ
ェ
ッ
ト
作
り（
足
形
製
作
）を
行
い
ま
す
。

百
塚
保
育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
270
局
５
６
６
０
）※
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

【
①
幼
稚
園
児
】

対
象
▼
▽
３
歳
児
…
平
成
28
年
４
月
２
日
～

平
成
29
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児 

▽
４
歳
児
…
平
成
27
年
４
月
２
日
～
平
成

28
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

入
園
説
明
会
▼
９
月
20
日（
金
） 

午
後
２
時

～
３
時（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

保
育
見
学
会
▼
９
月
27
日（
金
） 

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分 （
事
前
申
し
込
み
不
要
）

体
験
入
園
▼
10
月
７
日（
月
） 

午
前
10
時
～

11
時
30
分 

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
②
２
歳
児
保
育（
う
さ
ぎ
組
）】

み
ぎ
わ
幼
稚
園

令
和
２
年
度
度
園
児
募
集

対
象
▼
平
成
29
年
４
月
２
日
～
平
成
30
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

【

・

】

　

９
月
９
日（
月
）か
ら
配
布
す
る
入
園
願
書

を
入
手
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
①
は

10
月
17
日（
木
）の
午
前
９
時
か
ら 

②
は
10
月

25
日（
金
）の
午
前
９
時
か
ら
、
先
着
順
で
願

書
を
受
け
付
け
ま
す
。
み
ぎ
わ
幼
稚
園（
☎

282
局
９
１
５
５
）へ
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
詳
細
は
み
ぎ
わ
幼
稚
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://m

igiw
a-y.com

/)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
専
門
学
校
等
の
地
域
特
定
推
薦
等
入

学
試
験
の
受
験
に
必
要
な
村
長
推
薦
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
①
水
戸
市
医
師
会
看
護
専
門
学
院（
准
看
護

学
科
）】

対
象
等
▼
受
験
者
ま
た
は
保
護
者
が
村
内
に

住
所
を
有
し
▽
高
等
学
校
卒
業
後
10
年
以

内（
昭
和
60
年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

ま
た
は
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
▽
合

格
し
た
場
合
は
入
学
を
確
約
で
き
る
▽
卒

業
後
は
村
内
の
保
健･

医
療･

福
祉
機
関
等

で（
准
）看
護
師
と
し
て
就
業
す
る
意
志
が

あ
る
―
―
を
満
た
す
方（
２
人
程
度
）

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
水
戸
市
医
師
会
看
護
専

門
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
m

itokango.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
②
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学（
看
護
学
科
）】

対
象
等
▼
受
験
者
ま
た
は
保
護
者
が
村
内

に
住
所
を
有
し
▽
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
令
和
２
年
３
月
卒
業
見

込
み
▽
同
大
学
を
第
１
志
望
と
し
、
合
格

し
た
場
合
は
必
ず
入
学
す
る
▽
全
体
の

評
定
平
均
値
が
３
・
８
以
上
▽
看
護
学
に

深
い
関
心
を
持
ち
、
卒
業
後
は
地
域
の
保

健･

医
療･

福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
意

志
が
あ
る
―
―
を
満
た
す
方（
３
人
）

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.icc.
ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
③
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
看
護
専
門

学
校（
第
一
看
護
学
科
）】

対
象
等
▼
受
験
者
ま
た
は
保
護
者
が
村
内

に
住
所
を
有
し
▽
同
看
護
専
門
学
校
の

一
般
入
試
試
験
の
受
験
資
格
を
満
た
し

て
い
る
▽
合
格
し
た
場
合
は
必
ず
入
学

す
る
▽
看
護
の
仕
事
に
深
い
関
心
を
持

ち
、
卒
業
後
は
地
域
の
保
健･

医
療･

福
祉

の
向
上
に
貢
献
す
る
意
志
が
あ
る
―
―
を

満
た
す
方（
２
人
程
度
）

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hitachi-m
edical-kango.

ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【

・

】

　

①
は「
特
定
市
町
村
推
薦
入
学
推
薦
願
」に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
１
日（
火
）か

ら
８
日（
火
）ま
で
に
、
②･

③
は「
地
域
特
定

推
薦
入
学
推
薦
願
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
②
は
10
月
18
日（
金
）か
ら
25
日（
金
）ま

で
に
、
③
は
８
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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期
日
▼
10
月
27
日（
日
）

場
所
▼
ザ･

オ
ー
シ
ャ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
日

立
市
小
木
津
町
７
７
１
︲
１
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

定
員
▼
先
着
１
６
０
人

参
加
費
等
▼
▽
参
加
費
…
２
０
０
０
円
／
人 

▽
プ
レ
ー
費
…
９
５
０
０
円
／
人（
乗
用

カ
ー
ト･

昼
食
代
を
含
む
） 

・

９
月
26
日（
木
）
ま
で
に
、
参
加

費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館（
☎
283
局

０
６
７
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方
や
、
自
己
流
な
の

で
効
果
が
出
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
の
下
、
効

率
的
で
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
学

べ
る
講
座
で
す
。

期
日
▼
９
月
21
日（
土
）･

22
日（
日
）（
全
２
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
11
時
45
分

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）･

在
学
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
10
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

講
師
▼
酒
井
祐
斗
さ
ん（
柔
道
整
復
師
）、
磯

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基
礎
講
座 

～
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
よ
う
！
～

日
時
▼
９
月
８
日（
日
）  

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
村
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
パ
ソ
コ
ン
を
全
く
使
っ
た
こ
と
の
な

い
方
や
、
覚
え
て
み
た
い
方

定
員
▼
６
人 
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

内
容
▼
▽
簡
単
な
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入

力 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど 

参
加
費
▼
無
料

日
程
等
▼
９
月
23
日（
月･

祝
）か
ら
11
月
16

日（
土
）ま
で
の
左
表
の
日
時（
各
全
８
回
）

場
所
▼
村
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
１
万
５
０
０
円
／
人（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

そ
の
他
▼
▽
受
講
希
望
の
方
で
講
座
の
曜
日

や
時
間
帯
等
が
合
わ
な
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▽
個
別
指
導（
１
２
０
０
円

／
時
間
）を
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ

コ ー ス 名 曜 日 時 間
初めてのパソコン Ａ - ５ 月曜日 10:00 ～ 12:00

Ａ - ６ 土曜日 13:00 ～ 15:00
ワ ー ド 初 級 Ｂ - ７ 月曜日 13:00 ～ 15:00

Ｂ - ８ 水曜日 10:00 ～ 12:00
ワ ー ド 中 級 Ｃ - ５ 火曜日 13:00 ～ 15:00

Ｃ - ６ 木曜日 16:00 ～ 18:00
ワ ー ド 上 級 Ｄ - ３ 水曜日 13:00 ～ 15:00
ワード描画ツール Ｘ - １ 金曜日 10:00 ～ 12:00

エ ク セ ル 初 級 Ｅ - ４ 木曜日 13:00 ～ 15:00
Ｅ - ５ 土曜日 10:00 ～ 12:00

エ ク セ ル 中 級 Ｆ - ５ 月曜日 16:00 ～ 18:00
Ｆ - ６ 金曜日 13:00 ～ 15:00

エ ク セ ル 上 級 Ｇ - ３ 水曜日 16:00 ～ 18:00
パワーポイント入門 Ｈ - ３ 火曜日 16:00 ～ 18:00

パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
教
室

｢

気
軽
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
み
よ
う｣

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室（
10
月
～
11
月
期
）

「
東
海
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！ 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ⅱ
」(

後
期
）

　

運
動
習
慣
の
な
い
方
の
た
め
の
生
活
習
慣

病
予
防
お
よ
び
活
力
年
齢
の
維
持
を
目
的
と

　

虫
や
鳥
の
鳴
く
声
、
緑
一
面
の
山
々
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
９
月
14
日（
土
）

時
間
▼
午
前
７
時
30
分
出
発（
午
前
７
時
20

分
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場
集
合
）

場
所
▼
檜
山･

矢
祭
山（
福
島
県
矢
祭
町
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）ま
た
は
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

会
員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
25
人

参
加
費
▼
▽
一
般
…
９
５
０
０
円
／
人 

▽
会

員
…
６
０
０
０
円
／
人 

▽
会
員
同
居
家

族
…
８
０
０
０
円
／
人

内
容
▼
檜
山･

矢
祭
山
を
巡
る
コ
ー
ス
と
檜

山
登
山
後
に
矢
祭
山
駅
周
辺
を
散
策
す
る

コ
ー
ス（
と
も
に
所
要
時
間
約
５
時
間
）の

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

８
月
31
日（
土
）か
ら
９
月
11
日（
水
）ま
で

（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総

合
体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総

合
体
育
館
内 

☎
283
局
１
０
０
１
）

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

「
檜
山･

矢
祭
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

し
た
教
室
で
す
。

期
日
▼
９
月
19
日（
木
）
～
令
和
２
年
３
月

19
日（
木
）の
木･

土
曜
日（
全
30
回
）※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
30
歳
～
64
歳
の
方 

※
５

年
以
内
に
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
除

き
ま
す
。

定
員
▼
先
着
20
人

参
加
費
▼
無
料

・

総
合
体
育
館
備
え
付
け
の
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９
月

16
日（
月･

祝
）ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
に
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合
体
育
館
内 

☎
283
局

１
０
０
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幸
枝
さ
ん（
バ
ラ
ン
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
人

・

８
月
28
日（
水
）か
ら
９
月
19
日（
木
）

ま
で（
９
月
２
日（
月
）･

９
日（
月
）･

17
日

（
火
）を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総
合

体
育
館（
☎
283
局
０
６
７
３
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・

９
月
４
日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を

除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎

282
局
３
４
４
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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放
射
線
や
原
子
力
の
基
礎
講
座
を
４
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
放
射

線
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
７
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館（
大
洗
町
港

中
央
１
２
番
地
）

対
象
▼
県
内
在
住
の
方

定
員
▼
40
人

内
容
▼
演
題
…「
放
射
線
の
基
礎
」 
講
師
…

田
内
広
さ
ん（
茨
城
大
学
教
授
）

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
車
で
お
越
し
の
際
は
、
大
洗
海
浜

公
園
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

８
月
31
日（
土
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス（
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
）で
、
公
益
社
団
法
人
茨
城
原

子
力
協
議
会（
☎
282
局
３
１
１
１ 

283
局

０
５
２
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申

込
書
は
、
原
子
力
科
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ibagen.or.jp/

）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ「
放
射
線･

原
子
力
の
基

礎
講
座
」 

第
１
回「
放
射
線
の
基
礎
」

　

茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
再
就
業

を
考
え
て
い
る
看
護
職
の
方
に
対
し
、
再
就

業
に
つ
い
て
の
不
安
の
解
消
を
図
り
、
職
場

復
帰
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
▼
①
10
月
16
日（
水
）午
前
９
時
～
午
後

３
時
15
分 

②
10
月
29
日（
火
）午
前
10
時

～
午
後
３
時
15
分 

※
参
加
は
ど
ち
ら
か

１
日
と
な
り
ま
す
。

場
所
▼
①
水
府
病
院（
水
戸
市
赤
塚
１
︲

１
）、
介
護
老
人
保
健
施
設｢

渡
里
の
里｣ 

（
水
戸
市
渡
里
町
２
８
５
︲
１
） 

②
ひ
た

ち
な
か
総
合
病
院（
ひ
た
ち
な
か
市
石
川

町
２
０
︲
１
）

対
象
▼
県
央
地
域
に
居
住
し
、
職
場
復
帰

を
目
指
す
看
護
職
の
方 

定
員
▼
各
先
着
10
人
程
度

そ
の
他
▼
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
茨

城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
０
︲

０
０
３
４ 

水
戸
市
緑
町
３
︲
５
︲
３
５ 

☎
221
局
７
０
２
１ 

226
局
０
４
９
３
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
込
書
は
茨

城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.ibaraki-nc.net/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「
看
護
師
等
病
院
見
学
ツ
ア
ー
」

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科･

看
護
学
科
学
生
を
募
集
し
ま
す

せ
く
だ
さ
い
。

・

９
月
12
日（
木
）ま
で(

土･

日
曜
日

を
除
く)

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
東

海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」で
検
索
）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

試
験
日
程
▼
▽
１
次
試
験 

▽
推
薦
…
９
月
28

日（
土
）･

29
日（
日
） 

▽
総
合
選
抜（
推
薦
と

の
併
願
は
不
可
）…
９
月
28
日（
土
） 

▽
一

般
…
11
月
９
日（
土
）･

10
日（
日
） 

▽
２
次

試
験 

▽
総
合
選
抜
…
11
月
２
日（
土
）･

３

日（
日･

祝
） 

▽
一
般
…
12
月
10
日（
火
）か

ら
14
日（
土
）ま
で
の
指
定
す
る
日

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

試
験
日
程
▼
▽
１
次
試
験
…
10
月
26
日（
土
）

･

27
日（
日
） 

▽
２
次
試
験
…
12
月
11
日

（
水
）か
ら
13
日（
金
）ま
で
の
指
定
す
る
日

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
】

試
験
日
程
▼
▽
１
次
試
験
…
10
月
19
日（
土
） 

▽
２
次
試
験
…
11
月
30
日（
土
）、
12
月
１

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
日

【
共
通
】

対
象
▼
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
、
高
等

学
校
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）し
た
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
方

そ
の
他
▼
自
衛
官
候
補
生
は
、
年
間
を
通
し

て
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【

・

】

　

９
月
５
日（
木
）か
ら
30
日（
月
）ま
で（
防

衛
大
学
校
学
生
の
推
薦･

総
合
選
抜
は
９

月
９
日（
月
）ま
で
）に
、
自
衛
隊
茨
城
地

方
協
力
本
部
水
戸
募
集
案
内
所（
☎
226
局

９
２
９
４ 

hq1-ibaraki@
pco.m

od.
go.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※
詳
細
は
、

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.go
.jp

/p
co

/
ibaraki/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、
亀下、フローレスタ須和間 月･木曜日

舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ 火･金曜日

９月の資源物･ごみ収集日割表
真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ３日・17日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ２日・16日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ６日・20日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ５日・19日
白方、岡、原子力機構（百塚） 10日・24日
舟石川１、船場 ９日・23日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 13日・27日

舟石川２、舟石川中丸 12日・26日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

２日・９日
16日・23日

船場、照沼 ２日・16日
原子力機構（長堀･荒谷台･箕
輪）、須和間、フローレスタ
須和間

３日・10日
17日・24日

緑ケ丘 ３日・17日
白方 10日・24日

舟石川１、原子力機構（百塚） ４日・11日
18日・25日

宿、押延、岡 ４日・18日

外宿１ 11日・25日

内宿１、亀下 ５日・12日
19日・26日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ５日・19日
竹瓦 12日・26日

舟石川２ ６日・13日
20日・27日

南台、川根 ６日・20日
豊白 13日・27日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

【問い合わせ】清掃センター（☎282-7289）
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塩
づ
く
り
の〝
ム
ラ
〟 

村
松
白
根
遺
跡

川
又

　
清
明

東
海
村
文
化
財
保
護
専
門
員

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
歴
史
を
再
発
見
～

　

皆
さ
ん
は
、「
チ
チ
ン
プ
イ
プ
イ
痛
い
の
痛
い
の

飛
ん
で
行
け
」と
い
う
お
ま
じ
な
い
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。「
チ
チ
ン
プ
イ
プ
イ
」に
は
、「
何
も
か
も
な

く
な
る
」と
か「
景
色
が
一
変
す
る
」と
い
う
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

東
海
村
か
ら
ひ
た
ち
な
か
市
阿
字
ケ
浦
に
か
け

て
砂
浜
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
辺
り
に
は
チ
チ
ン
プ

イ
プ
イ
と
い
う
言
葉
の
響
き
に
似
た「
千ち

ぢ々
乱ら

ん
ぷ
う風

」の

話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
約
３
０
０
年
前
の

江
戸
時
代
初
め
ご
ろ
、
大
風
が
吹
き
続
け
、
村
が

砂
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
村
松
虚

空
蔵
堂
に
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な「
村
が
砂

に
埋
ま
っ
て
大
変
な
の
で
移
住
さ
せ
て
ほ
し
い
」と

い
う
、
村
人
か
ら
の
お
願
い
の
文
書
が
残
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
東
海
村
村

松
白
根
の
、
塩
づ
く
り
の
話

を
し
ま
す
。

　

村
松
白
根
で
は
、「
大
強

度
陽
子
加
速
器
施
設（
Ｊ
︲
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
）」の
建
設
が
計
画
さ

れ
た
の
を
機
に
、
平
成
15
年

４
月
か
ら
平
成
16
年
８
月
に

か
け
て
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ

り
砂
丘
を
掘
り
下
げ
た
こ
と

で
、白
い
砂
の
中
か
ら
真
っ
黒
な
広
が
り（
写
真
）や
、

粘
土
が
貼
ら
れ
た
大
き
な
穴
な
ど
が
出
て
き
ま
し

た
。
塩
づ
く
り
の「
釜
屋
」の
跡
で
す
。

　

塩
を
作
る
と
き
は
、
海
水
を
く
み
上
げ
て
砂
に
ま

く
作
業
を
何
度
か
行
い
ま
す
。
砂
が
乾
い
た
ら
、
塩

の
付
い
た
砂（
鹹か

ん

さ砂
）を
集
め
て
ざ
る
や
桶お

け

に
入
れ
ま

す
。
そ
の
上
か
ら
海
水
を
掛
け
て
濃
い
塩
水（
鹹か

ん
す
い水

）

を
作
り
、
粘
土
を
貼
っ
た
大
き
な
穴（
鹹か

ん
す
い
そ
う

水
槽
）に
た

め
ま
す
。
こ
の
鹹
水
を
煮
詰
め
て
塩
を
作
っ
た
場
所

が
、
釜
屋（
写
真
の
黒
い
広
が
り
部
分
）で
す
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
井
戸
跡
や
建
物
跡
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。
建
物
跡
か
ら
は
、
で
き
た
塩
の
量

を
計
っ
た
で
あ
ろ
う
錘お

も
り

や
、
計
っ
た
塩
の
量
を
記
録

す
る
た
め
の
墨
を
す
っ
た
硯
、
さ
ら
に
、
お
皿
や
火

打
石
、
火
打
金
、
サ
イ
コ
ロ
、
か
ん
ざ
し
、
古
銭
、

お
面
な
ど
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
遺
物
か
ら
、「
村
松
白
根
遺
跡
」は
15
世

紀
中
頃
か
ら
17
世
紀
初
め
ご
ろ
に
か
け
て
の

〝
塩
づ
く
り
の
ム
ラ
跡
〟 

で
あ
る
と
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
遺
跡
の
遺
物
は
、
国
立
歴
史
民
俗
資

料
館（
千
葉
県
佐
倉
市
）の
特
別
展
で「
海
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
出
土
」と
し
て
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、
現
在
建
設
中
の「（
仮
称
）歴
史
と
未
来

の
交
流
館
」で
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　このフォーラムは、原子力分野の関係者ほか多くの皆
さんが一堂に会し、貴重な知見等に接し考えることを通
して、安全文化の醸成と防災思想の徹底を発信し、将来
にしっかりと教訓を引き継ぐことで、原子力においては
“安全が何よりも優先する”という原点を一層深く浸透･追
求していくため、講演会形式で開催するものです。
講師▼▽村上 達也さん（前東海村長） ▽田中 俊一さん（飯

舘村復興アドバイザー／前原子力規制委員会委員長） 
▽福嶋 浩彦さん（中央学院大学教授／元消費者庁長官
／元我孫子市長） ▽桐嶋 健二さん（株式会社ジェー ･
シー ･オー代表取締役社長）

その他▼▽残席がある場合は、申し込みをしていない方

の入場を先着順で受け付けます。 ▽車でご来
場の際は、JR東海駅東の日本原子力研究開発
機構本部駐車場（舟石川765-１）に駐車の上、
シャトルバスでお越しください。※詳細は、「広
報とうかい」（8月10日号）をご覧ください。

申し込み･問い合わせ▼「広 報 と う か い」（8月
10日号）に掲載の申込書に必要事項を記入の
上、８月26日（月）（当日消印有効）までに、郵
送･メール･ファックスのいずれかで、防災原
子力安全課消防防災･原子力安全担当（☎282-
1711 内線1525 270-4418 bousai@vill.
tokai.ibaraki.jp）へ申し込みください。

「東海村原子力安全フォーラム」
JCO臨界事故を教訓として、ともに考える
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（公益財団法人茨城県教育財団 提供）

東海文化センター
入場無料

９月７日（土）午後１時～４時30分


